




　昭和53年10月10日に土岐市と焼津市がスポーツ姉

妹都市を締結して、30周年という節目を迎え、両市のスポ

ーツ交流がますます盛んになっていることを、心からお喜

び申し上げます。回を重ねてまいりました本交流会が、両

市のスポーツイベントとして定着し、延べ5万人もの交流

がなされたその歴史に、あらためて両市の熱い思いを感

じますとともに、体育協会をはじめとする関係各位の皆さん

のご尽力に深く感謝いたします。 

　生涯にわたってスポーツに親しむことは、人生をより豊

かにするとともに、明るく豊かで活気に満ちた地域社会の

形成や心身の健全な成長に不可欠であり、 少子高齢化社

会においてその重要性は増大しています。大人から子ども

まで一緒に楽しむことができるインディアカやゲートボー

ルといった競技は、焼津市から教えていただき、多くの市

民が楽しんでいます。地平線に広がる海の恵みを受け、お

おらかで豊かな人間味溢れる焼津市から、スポーツを通し

てさまざまなことを指南していただき、

本市のスポーツ振興に多大な影響

を与え続けています。 

　先般、第59回焼津市民スポーツ祭・

第28回地域対抗スポーツ祭の開会式に招かれました。

31競技団体と各自治会代表者による堂々の入場行進やス

ポーツ都市宣言の朗読・なぎなた演舞の披露などを拝見し、

スポーツを通して市民が一丸となっている姿に感激してま

いりました。 

　本市におきましても、すべての市民が健康で明るく楽し

い生活を送ることができるよう「一人一スポーツ」を理念に

掲げ「身体づくり・仲間づくり・生きがいづくり」をテーマに

日常生活の身近なところにスポーツを位置づけ、さまざま

な施策に取り組んでいます。皆さんのお力添えを得ながら、

スポーツ姉妹都市交流の充実・発展に一層努力する所存

であります。 

　昭和53年10月10日、「焼き物」のまち土岐市と「海」の

まち焼津市がスポーツ姉妹都市を締結し、30年という節

目を迎えました。この間、年2回の本交流をはじめ、中学校

交流、スポーツ少年団交流など、延べ5万人を超える両市

民の交流が脈 と々継続されてきたことは、両市関係者のご

尽力と両市民のご理解、ご協力によるものと衷心より感謝

申し上げます。 

　今日の経済発展によるOA化や利便性の向上、また少子

高齢化社会の進展など、私たちを取り巻く社会環境は激変

しています。このような中、心身ともに健康で明るい生活を

送るためには、生涯を通してスポーツに取り組み、実践す

ることが求められています。当市においては、この交流開

始と時を同じくして、「スポーツ都市宣言」をし、以来「健康

で明るいまちづくり」を目指し、より多くの市民がスポーツ

を通して健康増進や仲間づくりに励んでいただくための機

会や場所の提供に努めてまいりました。 

　その一方策として、この土岐市とのスポーツ姉妹都市交

流が当市のスポーツ普及振興に多大な役割を果たしてき

ました。また、このスポーツ交流をきっかけに、教育や文化、

産業など幅広い交流にまで広がり、20周年（平成9年）の

折には、災害時に相互に助け合うと

いう「防災協定」を締結するまでに

至ったことは大変意義深いことであ

ります。そして、何よりもこの30年間

の交流を通し、両市民が親睦を深め、友情をはぐくんでき

たことが一番の喜ばしいことであります。　 

　本年度5月には30周年を記念し、セラトピア土岐で行

われた土岐市民総合体育大会開会式にお招きいただき土

岐市の皆さま方から温かな歓待を受けました。また、当市

の総合体育館（シーガルドーム）で行われた市民スポー

ツ祭・地域対抗スポーツ祭総合開会式の折には、大野土

岐市長をはじめ、多くの交流委員の方々が遠方より来焼さ

れました。相互の総合開会式では、これまでの30年間を振

り返り、本交流の意義をあらためて再確認するとともに、未

来に向けて、交流のますますの発展を祈念することができ

ました。 

　結びに、義理人情に厚く、伝統を重んじるとともに進取

の気風をも併せ持つ土岐市の皆さま方と、今後も良きパー

トナーとして、お互いに研鑚を重ね、末永く交流できますこ

とを祈念申し上げ、ごあいさつといたします。 

けんさん 

しんしゅ 



　あるクラブの練習風景を紹介させ

ていただきます。当番の方と早く来た

人が協力してネットを張ります。モー

ニングストレッチを輪になって必ず行

い、少人数に分かれてトスの練習。このころから口のチャ

ックが開放します。毎週顔を合わせているのに、よくもまあ

話題が尽きないことだと感じるほどです。チーム分けはくじ

で当日決め、試合形式の練習の始まりですが、珍プレーの

続出で笑い声が絶えず、皆さん顔のしわを気にしています。

自分の手でありながら思うように動いてくれない、羽根が

上がらない、飛ばないでついつい珍プレーに、アハハ、ワ

ハハという練習が約1時間、見ているだけでしわが増えそ

うです。週に一度の練習ですが、ストレス発散・肩こり解

消と健康づくり・仲間づくりに最高のスポーツです。 

　インディアカは個人の運動能力よりも、チームの連携プ

レーが大切になります。「私は本当に運動が苦手で・・・」

という女性でも必ずうまくなります。彼女が試合に勝った時

の笑顔を今でも忘れることができません。 

　インディアカと焼津の皆さんとの出会いは、私の人生を

変えました。交流会を重ねるたびにますます充実してきて

いて、試合はもとより、出掛けたときは鰯はんぺんで盛り上

がり、土岐市は美濃焼きでもてなしています。両市の心が

通い合う焼津交流とスポーツとしてのインディアカに、生

涯を通してかかわっていきたいと考えています。60代、70

代はもちろん、80代になってもできるかも！ 

　
焼
津
市
・
土
岐
市
が
ス
ポ
ー
ツ
姉
妹
都
市
と
し
て
交
流
を

続
け
、
30
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。 

　
ス
ポ
ー
ツ
先
進
市
焼
津
市
か
ら
土
岐
市
は
競
技
ス
ポ
ー
ツ

の
み
な
ら
ず
、
多
く
の
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を
教
わ
り
、
両
市
の

若
者
か
ら
高
齢
者
ま
で
が
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
お
互
い
が
心

身
の
鍛
錬
と
有
意
義
な
交
流
が
続
け
ら
れ
、
土
岐
市
に
と
っ
て

本
当
に
充
実
し
た
年
月
で
あ
り
ま
し
た
。 

　
交
流
を
続
け
て
き
た
種
目
は
20
種
目
以
上
に
も
な
り
、
毎

年
交
流
を
続
け
て
い
る
種
目
協
会
は
、
焼
津
市
へ
ス
ポ
ー
ツ
交

流
に
出
掛
け
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。 

　
ス
ポ
ー
ツ
は
、
ど
こ
で
も
誰
で
も
健
康
保
持
を
目
指
し
、
生

涯
行
え
る
も
の
と
思
っ
て
お
り
、
今
後
と
も
ま
す
ま
す
交
流
が

続
け
ら
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。 

　
土
岐
市
体
育
協
会
と
し
ま
し
て
は
、
交
流
会
議
に
お
い
て
、

指
導
い
た
だ
い
た
事
例
を
研
究
し
、
充
実
し
た
体
育
協
会
に

な
る
よ
う
努
力
し
て
い
く
所
存
で
す
。 

　
ま
た
、
私
自
身
は
今
年
満
70
歳
を
迎
え
ま
し
た
が
、
現
在

で
も
陸
上
競
技
に
熱
中
し
、
健
康
を
保
持
し
つ
つ
、で
き
る
限

り
多
く
の
大
会
に
も
参
加
し
楽
し
ん
で
い
ま
す
。 

　
ど
う
か
焼
津
市
・
土
岐
市
の
ス
ポ
ー
ツ
交
流
が
永
遠
に
続

く
こ
と
を
祈
念
し
、
交
流
30
周
年
の
あ
い
さ
つ
と
し
ま
す
。 

　インディカアは、昭和59年にスポー

ツ姉妹都市の焼津市から体育指導委

員の皆さんが、生涯スポーツの一つ

として紹介され、以後市内での普及に

努められてきました。平成2年に協会が発足するまで6年

の間に、市インディアカ大会を10回も開催されたことは、

いかに早く市民の間に広まっていったかが分かると思いま

す。平成6年には、53クラブ会員346人を数えました。平

成3年に市体協に加盟するとともに、年2回の焼津交流には、

協会の主導で必ず交流を行ってまいりました。 

　協会発足以前の交流は、各町持ち回りだったり、焼津へ

行ったクラブチームが主として市での交流を行ったりして

いました。加藤忠良さんをはじめ体育指導委員の皆さんに

環境を整えてもらい、クラブチームに参加を呼び掛けました。

加藤さんは、初代協会長に就任してもらい、黎明期の土岐

市インディアカの発展に尽力されました。 

　当初のルールは「ピン・ポン・パン」と呼ばれ、コート内

の3人が必ず羽根に触り、3回で相手コートに返すことが

基本でした。この後、改定に改定を重ね、現在の土岐市

ルールができました。一方で全国ルールのインディアカも

あります。これは6人制バレーボールを基本にしたものです。

現在の焼津交流は全国ルールで行われています。 

　40代でインディアカと出会い、現在男性では最高齢者

となりましたが、まだまた現役選手です。 

いわし 

れいめい 



詳しくは、スポーツ振興課（内線277）へどうぞ。 



 ●
美
濃
焼
販
売
　
●
物
産
品
販
売
　
●
企
画
展
示
 

●
ロ
ク
ロ
・
絵
付
け
体
験
コ
ー
ナ
ー
 

       ■
特
別
展
「
土
岐
市
陶
芸
作
家
・
　
展
」
 

■
美
濃
焼
伝
統
工
芸
品
謝
恩
抽
選
頒
布
会
（
事
前
に
応
募
が
必
要
）
 

　
27
日（
土
）・
午
後
2
時
〜
　
※
抽
選
に
よ
り
、
７
千
円
で
頒
布
 

■
美
濃
焼
伝
統
工
芸
品
謝
恩
均
一
頒
布
会
 

　
28
日（
日
）・
午
前
9
時
〜
　
※
1
万
円
・
2
万
円
・
3
万
円
で
頒
布
 

■
青
年
部
「
窯
蔵
市
」
　
※
1
千
円
〜
1
万
円
の
お
値
打
ち
な
工
芸
品
 

■
美
濃
焼
伝
統
工
芸
品
・
窯
元
即
売
コ
ー
ナ
ー
　
※
全
品
2
割
引
 

■「
匠
の
技
」
実
演
と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
お
よ
び
、
あ
な
窯
焼
成
 

　
※
伝
統
工
芸
士
の
ロ
ク
ロ
実
演
と
窯
の
薪
入
れ
体
験
 

■
物
産
展
　
※
焼
津
市
や
県
内
の
物
産
の
販
売
 

■
伝
統
工
芸
品
交
流
展
　
※
「
伊
勢
型
紙
」
の
展
示
販
売
な
ど
 

■
安
土
桃
山
大
茶
会
　
■
伝
統
工
芸
品
・
大
窯
元
市
 

土
岐
市
駅
北
ロ
ー
タ
リ
ー
か
ら
、
便
利
な
無
料
送
迎
バ
ス
を
運
行
し
ま

す
。
運
行
時
間
な
ど
詳
し
く
は
、
ポ
ス
タ
ー
・
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
 

詳
し
く
は
、
商
工
観
光
課（
内
線
2
3
2
）へ
ど
う
ぞ
。
 

詳
し
く
は
、
美
濃
焼
伝
統
工
芸
品
ま
つ
り
実
行
委
員
会（
 
○55　
5
5
2
7
）へ
。
 

詳しくは、スポーツ振興課（内線277）へどうぞ。 

わ
ん
 

ま
き
 



◆
織
部
ヒ
ル
ズ
オ
リ
ジ
ナ
ル
ピ
ア
ノ
曲
演
奏
会
 

◆
団
地
内
各
商
社
の
蔵
出
し
市
　
◆
テ
ー
ブ
ル
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
 

◆
ロ
ク
ロ
体
験
コ
ー
ナ
ー
　
◆
陶
芸
作
家
作
品
の
展
示
即
売
 

◆
秋
の
味
覚
が
当
た
る
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
な
ど
 

※
美
濃
焼
伝
統
産
業
会
館
と
会
場
を
無
料
バ
ス
が
運
行
し
ま
す
。
 

詳
し
く
は
、
土
岐
美
濃
焼
卸
セ
ン
タ
ー（
 
○55　
1
3
2
2
）へ
ど
う
ぞ

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
の
基
本
は
予
防
接

種
で
す
が
、
予
防
接
種
を
受
け
る
法
律
上
の

義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

土
岐
市
に
住
民
票
が
あ
り
、
次
の
①
、
②

に
該
当
す
る
方
で
、
自
ら
の
意
思
で
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、

次
の
通
り
接
種
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

 
①
接
種
日
に
満
65
歳
以
上
の
方
 

②
接
種
日
に
満
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方
で
、

心
臓
・
じ
ん
臓
・
呼
吸
器
の
機
能
障
害
ま
た

は
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
の

機
能
障
害
に
よ
り
、
自
己
身
辺
の
日
常
生
活

活
動
が
極
度
に
制
限
さ
れ
る
方
（
お
お
む
ね
、

身
体
障
害
者
手
帳
1
級
程
度
の
障
害
を
有
す

る
方
）
※
対
象
と
な
る
か
ど
う
か
分
か
ら
な

い
場
合
は
、
主
治
医
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

対
象
と
な
る
場
合
は
、
医
師
の
診
断
書
ま

た
は
情
報
提
供
書
（
有
料
）
が
必
要
と
な
り

ま
す
。
た
だ
し
、
心
臓
・
じ
ん
臓
・
呼
吸
器

ま
た
は
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免

疫
の
機
能
障
害
で
、
身
体
障
害
者
手
帳
1
級

の
交
付
を
受
け
て
い
る
方
お
よ
び
、人
工
ペ
ー

ス
メ
ー
カ
ー
を
装
着
し
た
方
は
、
不
要
で
す

（
当
該
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方
は
、

そ
の
手
帳
を
医
療
機
関
へ
お
持
ち
く
だ
さ
い
）。 

 
・
接
種
回
数
　
1
回
 

・
接
種
期
間
　
11
月
1
日（
木
）〜
平
成
20
年

　
　
　
　
　
　
1
月
31
日（
木
） 

・
接
種
料
金
　
1
5
0
0
円
 

※
生
活
保
護
法
に
よ
る
保
護
を
受
け
て
い
る

方
は
、
免
除
さ
れ
ま
す
。
接
種
時
に
証
明
書

（
福
祉
課
で
交
付
）
を
医
療
機
関
へ
必
ず
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

※
接
種
当
日
は
、
土
岐
市
の
住
民
で
あ
る
こ

と
が
確
認
で
き
る
も
の
（
老
人
医
療
受
給
者

証
、
運
転
免
許
証
な
ど
）
を
医
療
機
関
へ
ご

提
示
く
だ
さ
い
。
 

※
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
下
記
一
覧
表
か
ら
医
療
機
関
を
選

び
直
接
医
療
機
関
へ
予
約
の
上
、
接
種
し
て

く
だ
さ
い
。
 

 予
防
接
種
後
、
副
反
応
と
し
て
、
注
射
の

跡
が
、
赤
み
を
帯
び
た
り
、
腫
れ
た
り
、
痛

ん
だ
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
わ

ず
か
な
が
ら
熱
が
出
た
り
、
寒
気
、
頭
痛
、

全
身
の
だ
る
さ
な
ど
が
み
ら
れ
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
が
、
い
ず
れ
も
２
〜
３
日
の
う
ち
に

治
り
ま
す
。
ご
く
ま
れ
に
、
シ
ョ
ッ
ク
や
じ

ん
ま
し
ん
、
呼
吸
困
難
と
な
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
体
調
に
変
化
が
あ
っ
た
場
合
は
、
早

め
に
医
療
機
関
で
受
診
し
ま
し
ょ
う
。
 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
後
健
康
被

害
が
生
じ
、
厚
生
労
働
大
臣
が
予
防
接
種
と

因
果
関
係
が
あ
る
と
認
め
た
場
合
、
健
康
被

害
に
対
す
る
給
付
が
行
わ
れ
ま
す
。
 

詳
し
く
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー（
 
○55　
2
0
 

1
0
）へ
ど
う
ぞ
。
 

※瑞浪市の一部医療機関でも接種可能です。 



■
運
転
手
・
調
理
員
な
ど
 

1
人
程
度
（
給
食
セ
ン
タ
ー
ま

た
は
市
の
施
設
で
運
転
手
お
よ
び

調
理
員
な
ど
の
業
務
に
従
事
）
 

■
介
護
員
 

1
人
程
度
（
介
護
員
と
し
て
恵

風
荘
に
勤
務
）
 

  ■
運
転
手
・
調
理
員
な
ど
 

昭
和
43
年
4
月
2
日
以
降
に
生

ま
れ
た
方
で
、
普
通
運
転
免
許
所

持
の
方
（
学
歴
・
性
別
は
不
問
）
 

■
介
護
員
 

昭
和
43
年
4
月
2
日
以
降
に
生

ま
れ
た
方
で
、
宿
直
勤
務
の
で
き

る
方
（
学
歴
・
性
別
は
不
問
）
 

※
地
方
公
務
員
法
第
16
条
の
各
号

（
成
年
被
後
見
人
な
ど
）
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
方
は
受
験
で
き

ま
せ
ん
。
 

  
11
月
9
日（
金
）午
前
8
時
40
分

か
ら
、
文
化
プ
ラ
ザ
で
教
養
試
験
、

面
接
試
験
を
実
施
し
ま
す
。
 

合
格
者
を
決
定
の
上
、
12
月
上

旬
（
予
定
）
に
通
知
し
、
来
年
2

月
上
旬
（
予
定
）
の
健
康
診
断
で

異
常
が
な
け
れ
ば
、
4
月
1
日

（
予
定
）
で
採
用
を
決
定
し
ま
す
。
 

  お
お
む
ね
採
用
時
年
齢
22
歳
で

13
万
8
4
0
0
円
、
30
歳
で
14
万

8
千
円
、
39
歳
で
15
万
9
7
0
0

円
 

※
こ
れ
ら
の
数
字
は
現
行
の
額
で

あ
り
、
国
な
ど
の
改
正
に
準
じ
改

正
さ
れ
ま
す
。
 

  受
験
申
込
書
（
秘
書
広
報
課
職

員
係
で
交
付
）
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
10
月
1
日
〜
26
日
（
平

日
の
み
）
に
、
秘
書
広
報
課
職
員

係
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

な
お
、
受
験
申
込
書
はU

RL

　: 
http://w

w
w
.city.toki.lg.jp

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
 

詳
し
く
は
、
秘
書
広
報
課
職

員
係（
内
線
2
0
7
）へ
ど
う
ぞ
。
 

詳しくは、児童課または各保育園へどうぞ。 

詳しくは、児童課または各幼稚園へどうぞ。 



今
回
は
地
震
防
災
に
関
す
る
基
本
的
な

考
え
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。
 

地
震
防
災
対
策
の
基
本
的
な
考
え
方
に

「
自
助
」
「
共
助
」
「
公
助
」
と
い
う
も

の
が
あ
り
ま
す
。
「
自
助
」
と
は
、
自
分

の
命
は
自
分
で
守
る
こ
と
、
「
共
助
」
と

は
、
隣
近
所
で
助
け

合
い
自
分
た
ち
が
住

む
地
域
を
守
る
こ
と
、

「
公
助
」
と
は
、
行

政
が
個
人
や
地
域
の

取
り
組
み
を
支
援
す

る
こ
と
な
ど
で
す
。
 

災
害
が
発
生
し
た

直
後
に
、
ま
ず
自
分

の
身
を
守
る
の
は
自

分
、
自
助
の
力
で
す
。

ま
た
自
分
ひ
と
り
で

は
対
応
し
き
れ
な
く

な
っ
た
際
に
は
地
域

の
助
け
合
い
、
共
助

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

そ
し
て
公
助
に
よ
り

復
旧
復
興
へ
と
向
か

い
ま
す
。
 

地
震
に
よ
る
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る

た
め
に
は
、
こ
の
3
つ
が
そ
れ
ぞ
れ
災
害

対
応
力
を
高
め
、
連
携
す
る
こ
と
が
大
切

で
あ
り
、
ど
れ
か
1
つ
が
欠
け
て
も
十
分

な
対
策
は
で
き
ま
せ
ん
。
 



秋
は
食
べ
物
が
お
い
し
い
季
節
で
す
。

サ
ツ
マ
イ
モ
や
ク
リ
、
柿
に
サ
ン
マ
。
秋

の
食
材
が
並
ぶ
食
卓
は
、
ぜ
ひ
家
族
皆
さ

ん
で
囲
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。
 

ク
リ
の
殻
の
む
き
方
や
サ
ン
マ
の
上
手

な
食
べ
方
を
教
え
た
り
、
教
わ
っ
た
り
。

家
族
で
食
卓
を
囲
む
光
景
が
一
家
だ
ん
ら

ん
の
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
定
着
し
て
い
る
よ

う
に
、
昔
か
ら
日
本
の
家
族
は
食
を
通
じ

て
、
そ
の
き
ず
な
を
深
め
て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
子
ど
も
た
ち
は
、
家
族
と
一
緒
に

ご
飯
を
食
べ
る
う
ち
に
、
規
則
的
に
食
事

を
取
る
こ
と
や
食
事
の
マ
ナ
ー
な
ど
基
礎

的
な
食
習
慣
を
身
に
付
け
て
い
き
ま
し
た
。
 

し
か
し
な
が
ら
近
ご
ろ
で
は
、
家
族
そ

ろ
っ
て
食
事
を
す
る
機
会
が
減
る
だ
け
で

な
く
、
子
ど
も
が
一
人
で
食
事
を
す
る
、

い
わ
ゆ
る
「
孤
食
」
が
増
え
て
い
る
そ
う

で
す
。
孤
食
の
子
ど
も
の
多
く
は
、
食
習

慣
を
学
ぶ
機
会
に
恵
ま
れ
ず
、
「
食
」
に

対
す
る
意
識
が
低
い
ま
ま
育
つ
た
め
、
将

来
、
肥
満
や
過
度
の
痩
身
、
生
活
習
慣
病

な
ど
の
問
題
を
抱
え
る
可
能
性
が
高
い
と

懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

子
ど
も
が
孤
食
と
な
る
理
由
は
さ
ま
ざ

ま
で
す
。
家
事
に
忙
し
く
て
、
つ
い
つ
い

子
ど
も
だ
け
で
食
事
を
取
ら
せ
て
し
ま
う

家
庭
も
あ
れ
ば
、
核
家
族
化
し
た
夫
婦
共

働
き
の
家
庭
で
、
や
む
を
得
ず
孤
食
に
な

る
場
合
も
多
い
こ
と
で
し
ょ
う
。
家
事
や

仕
事
に
励
む
う
ち
に
、
と
も
す
る
と
失
い

が
ち
な
食
卓
で
の
時
間
は
、
後
か
ら
取
り

戻
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
日
本
は
、
仕

事
と
生
活
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
て
心
豊
か

に
暮
ら
せ
る
よ
う
な
社
会
へ
と
変
化
し
つ

つ
あ
り
ま
す
が
、
今
し
ば
ら
く
の
間
は
、

お
の
お
の
が
食
卓
の
姿
を
守
り
続
け
て
い

く
努
力
が
必
要
な
よ
う
で
す
。
 

※
今
年
も
11
月
に
男
女
共
同
参
画
講
座
を

開
催
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
本
紙
と
同
時

配
布
の
回
覧
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
 

こ
し
ょ
く
 

そ
う
し
ん
 



 

 
小学校では、各教科・道徳・特別活動（学級活動・
児童会活動・クラブ活動・学校行事）・総合的な学習
の時間などの時間を入れて、各学校で時間割を作成し、
学習活動を行っています。 
 
 
 
 
 
 
教科書は、国から無償で給付されています。教科書
ではありませんが、文部科学省から、「心のノート」
という冊子が配られています。このノートは、子ども
たち一人一人が、さまざまな時間や場で、道徳的価値
や人間としての生き方にかかわって気付いたことなど
をまとめるものです。このノートや自らの心に記録し
たり、整理したりすることを通して、子どもたちが自
ら道徳性をはぐくみ、人間としてよりよく生きること

に役立てるための教材となっています。このノートは、
「小学校　1　・　2　年」「小学校　3　・　4　年」「小学校　5　・
　6　年」「中学校」用があり、各学校で配られています。 
 
 
 
 
 
 
 
 

・「やわらかいこころ」っていったいどんな心なの
だろう。 
・どういう気持ちから「そういうわたしはいつもセ
トモノ」と言うのだろう。  
「小学校　3　・　4　年」の中ほどには、相田みつをさん
の詩を使った上記のようなページもあります。 

（答えは、次頁下です。） 





 

乳幼児の保護者  
 
市民 
 
 
　4　カ月健診を受けられ
たお子さんの保護者 
 
 
　3　歳児健診を受けられ
たお子さんと保護者 
 
 

市民  
 

鶴里町・曽木町 
 
 
泉町 
 
 
駄知町 
 
肥田町 
 
土岐津町 
 
下石町・妻木町 
 
不眠・ふさぎ込む・怒
りっぽい・認知症など
でお悩みの方 

10月22日（月）
 

  
10月26日（金） 
 
 
10月25日（木） 
 
 
 
11月　1　日（木） 
 
 
 

10月31日（水）  
 

11月　9　日（金） 
 
11月13日（火） 
 
11月22日（木） 
 
11月14日（水） 
 
11月19日（月） 
 
11月20日（火） 
 
11月29日（木） 
 
 
10月23日（火） 

午前10時～11時30分 
午後　1　時30分～　3　時 
 

午前10時～11時30分 
 

 
午後　1　時～　3　時30分 
 
 
 
午前10時～午後　1　時 
 
 
午後　1　時15分～　2　時 
 
午後　1　時15分～　2　時30分  
 
 
 
 
 
 

午前10時～午後　1　時  
 
 
 
 
 
 
 

午後　1　時～　2　時30分 

 
 
 
 
 
 
 
 
保健センター 
 
 
 
 
 
 
 
 

鶴里公民館 
 
 
保健センター 
 
 
駄知公民館 
 
肥田公民館 
 
保健センター 
 
妻木公民館  
 

東濃保健所 

 
みそ汁の塩分測定を希望の
方は、当日朝の、みそ汁を
50ml程お持ちください。 
 

定員：20人（先着10人まで
託児可能） 
締め切り：10月23日（火） 
 
 
定員：10組 
締め切り：10月25日（木） 
 
血圧測定 
尿検査など 

歯みがき指導も行います。  
 
 
 
 
定員：20人 
開催日の　1　週間前までに保
健センターへお申し込みく
ださい。 
持ち物：エプロン・三角巾・

筆記用具 
 
 
 
 

要予約 
東濃保健所（　○23 1111・内
線362）または保健センター 

 
 
第　1　期 
平成18年10月以前に生
まれた　2　歳未満のお子
さん 
 
 

第　2　期 
平成13年　4　月　2　日～平
成14年　4　月　1　日生まれ
のお子さん 

　1　．麻しんまたは風しんのいずれにもかかったことがなく、いずれの予防接種も受けたことが
ないお子さんは、10月15日（月）までに保健センターへお申し込みください。 
※接種は、11月からですが、10月25日（木）以降に申し込みされた医療機関で、接種日時を
予約してください。 

　2　．麻しんまたは風しんのいずれか一方にかかったことがある場合や、いずれか一方の予防接
種を受けたことがある場合は、単独ワクチンの接種となりますので、保健センターへお問い
合わせください。 

来年度、小学校入学予定のお子さんは、第　2　期として麻しん・風しん混合予防接種を実施し
ます。 
詳しいことは、個別に案内しましたが、転入などで案内が届いていない場合は、保健センター
へお問い合わせください。 

 

「食事バランスガイド」は、コマのイラストにより、　1　
日に「何を」「どれだけ」食べたらよいのかが分かりやす
く示されています。このイラストの料理例を合わせると、
およそ2200kcal。（男性で、活動量が普通以上の方は、さ
らに料理がプラスされます。）まずは、自分の食事内容と
コマの中の料理を見比べてみてください。 
詳しくは、ホームページ 
（http://j-balanceguide.com/）をご覧ください。 



毎日の暮らしの中で、国や特殊法人
の仕事について、苦情や要望があると
きは、行政相談をご利用ください。 
皆さんからの相談は、総務大臣が委

嘱した民間のボランティア「行政相談
委員」がお受けします。市では、金山
富士子さん（泉町）と大杉春樹さん（駄
知町）が皆さんの相談に応じます。相
談は無料で、もちろん秘密は守られます。
お気軽にご利用ください。 
●行政相談 

◆日時　毎月第　2　・第　4　水曜日、午後
　1　時～　3　時 
◆場所　市役所　3　階・第　1　会議室 
※岐阜行政評価事務所（　0570-090110）
では、いつでも相談に応じています。 
詳しくは、秘書広報課広報広聴係へ。 
 
 
 
 
「土岐川を美しくする会」では、河
川を汚す主な原因となっている生活排
水、特に台所からでる調理クズや残飯
を集める台所用キッチンストレーナー
を特別価格であっせんしています。 
◆価格　　三角コーナータイプ（ステ
ンレス製）＝1,100円　　インナータ
イプ（ステンレス製）＝600円　　イ
ンナータイプ（銅製）＝1,000円 
※インナータイプのサイズは　3　種類あ
りますので、申し込みの際にご確認く
ださい。 
◆申し込み　10月31日（水）までに、電
話で環境課へお申し込みください。 
※品物が入り次第、同課から連絡しま
すので、料金と引き換えに品物をお受
け取りください。 
詳しくは、環境課へどうぞ。 

車の保守管理についての初歩的な知
識、日常点検や簡単なトラブル対処法
についての教室です。 
◆日時　10月27日（土）午前　9　時30分～
午後　2　時30分 
◆場所　（社）岐阜県自動車整備振興会
東濃会館（多治見市美坂町） 
◆定員　25人程度 
◆参加費　無料 
◆締め切り　10月17日（水） 
◆その他　　昼食を準備します。　　実
習を行いますので、軽装でご参加くだ
さい。 
申し込みなど詳しくは、（社）岐阜県
自動車整備振興会（　0120-4190-77）へ。 
 
 
 
 

◆物件（土地）　泉島田町　1　丁目　9　番　1　
ほか　6　件 
◆方法　一般競争入札（期間入札）に
よる売却 
◆入札受付期間　10月17日（水）～23日
（火）午後　5　時必着 
◆開札日　11月　8　日（木） 
詳しくは、東海財務局岐阜財務事務

所（　058-247-4252）へどうぞ。 
 
 
 
 
日本赤十字社は、人道、博愛理念に

基づき、世界178カ国の赤十字社と手
をつなぎ、災害や紛争などのため、飢
餓・疾病で苦しむ人々を国際的に援護
するとともに、国内においても災害救
護をはじめ、奉仕団活動、救急法、家
庭看護法などの普及、医療・血液事業
など、地域に根差した活動を行ってい
ます。これらの赤十字活動は、すべて
皆さんからの寄付金により行われてい
ます。本年度も「社資」にご協力いた
だき誠にありがとうございました。 
詳しくは、福祉課へどうぞ。 

●在宅難病患者サポートボランティア

養成講座 
◆日時　11月　8　日～12月13日の毎週木
曜日（11月22日は除く）、午後　1　時30
分～　3　時30分（全　5　回） 
◆場所　東濃西部総合庁舎　※11月15
日のみ県立多治見病院 
◆対象　ボランティア活動に関心のあ
るおおむね20歳から60歳の健康な方 
◆定員　15人程度（先着順） 
◆受講費　無料 
●難病セミナー 

◆日時　①10月30日（火）午後　2　時～　4　
時　②11月15日（木）午後　1　時30分～　3　
時30分 
◆場所　①瑞浪市保健センター　②県
立多治見病院 
◆受講費　無料 
◆締め切り　①10月23日（火）　②11月
　8　日（木） 
申し込み・内容など詳しくは、東濃
保健所健康増進課（　○23　1111・内線
361）へどうぞ。 
 
 
 
 
 
 
市では、来年　2　月に社会福祉、保健

衛生、教育文化、消防、経済などの分
野で功労のあった方を表彰します。 
次の事項について、表彰にふさわし
い方をご存じの方は、11月　2　日（金）ま
でに、秘書広報課秘書係へご連絡くだ
さい。 
①市内の同一事業所に30年以上勤務し、
勤務状況が良好な方（工業・商業組合
などに加入している事業所へ勤務して
いる方は、組合へ申し出てください。）
②長年にわたって各種ボランティア活
動を続けている方 
詳しくは、秘書広報課秘書係へどう
ぞ。 



◆日時　11月　4　日（日）午前　8　時30分～
正午 
◆場所　総合活動センター陸上競技場
（泉町定林寺） 
◆コース　陸上競技場をスタート・ゴー
ルとする林間コース（約6km） 
◆対象　市内在住・在勤の方 
◆定員　200人（先着順） 
◆参加費　200円 
◆締め切り　10月29日（月） 
◆申し込み　電話でスポーツ振興課へ
お申し込みください。 
★スタート前に、多々良恵子氏（ＮＡ
ＴＩＣ認定インストラクター）をお迎
えしてウオーキング教室を開催します。 
詳しくは、スポーツ振興課へどうぞ。 
 
 
 
 

◆講習期間　11月　7　日（水）～18日（日）
までの間の　5　日間 
◆場所　ウエルフェア土岐 
◆対象　健康で働く意欲のある60歳代
前半の方　※普通自動車運転免許また
は同免許より上位免許取得者で、申請
日前　2　年間運転免許停止処分のない方 
◆定員　30人程度（応募者多数時は、 
抽選。選外の通知はしません） 
◆受講費　無料 
◆締め切り　10月19日（金）※消印有効 
◆申し込み　福祉課、各支所または市
シルバー人材センターに備え付けのパ
ンフレットの申込書に必要事項を記入
の上、県シルバー人材センター連合会
へ郵送してください。 
詳しくは、市シルバー人材センター

（　○57　3810）へどうぞ。 

◆日時　10月17日（水）午後　6　時30分～
　8　時30分 
◆場所　セラトピア土岐 
◆内容　①「気象予測・気候変動予測
におけるシミュレーション科学最前線」
（講師：地球シミュレーターセンター・
複雑性シミュレーション研究グループ
リーダー　高橋桂子氏）　②「核融合、
そして、地球のための超伝導技術」 
（講師：核融合科学研究所准教授　柳
長門氏） 
◆参加費　無料 
詳しくは、自然科学研究機構核融合
科学研究所（　○58　2042）へどうぞ。 
 
 
 
 
◆日時　10月13日（土）午前10時～午後
　4　時 
◆場所　セラトピア土岐 
◆相談内容　　解雇・賃金・退職金、
配置転換などの労使間トラブル　　休
日・休暇・労働時間・労働災害などの
労働問題　　健康・年金・雇用・介護・
助成金などの保険問題　など 
詳しくは、岐阜県社会保険労務士会・
総合労働相談所（　058-272-2470）へ
どうぞ。 
 
 
 
 
◆日時　11月18日（日）午後　2　時30分開
演（開場：午後　2　時～） 
◆場所　セラミックパークＭＩＮＯ 
◆料金　　前売り＝2,500円　　当日＝
3,000円 
◆チケットの取扱窓口　　セラミック
パークＭＩＮＯ　　多治見文化会館　
　まなびパークたじみ 
詳しくは、（財）セラミックパーク
美濃へどうぞ。 

◆日時　10月21日～11月25日の毎週日
曜日（10月28日は除く）、午後　1　時30
分～　3　時30分（全　5　回） 
◆場所　ウエルフェア土岐 
◆対象　市内在住の50歳以上70歳未満
の方 
◆定員　25人（先着順） 
◆受講費　無料（ただし、別途材料費
が必要な講座有り） 
◆申し込み　電話で市社会福祉協議会
へお申し込みください。 
詳しくは、市社会福祉協議会へ。 
 
 
 
 

◆日時　10月28日（日）午前　8　時45分
集合 
◆場所　市総合公園テニスコート 
◆対象・種目　初心者の方・ダブルス 
◆定員　男女各24組（先着順） 
◆参加費　　1　組2,000円 
◆持ち物　ラケット、テニスシューズ 
申し込みなど詳しくは、市テニス協

会・加藤もとひでさん（　○54　1680）へ。 
 
 
 
 
応募資格者は、平成20年　4　月　1　日現

在で日本国籍を有し、下表の各区分に
該当する方。 
 
 
 
 
 
 

※自衛隊生徒は、　2　次試験を平成20年
　1　月25日（金）～28日（月）の間の指定す
る　1　日で実施 
◆受付期間　　自衛隊生徒＝11月　1　日
（木）～平成20年　1　月　8　日（火）　　2　等
陸海空士＝10月　1　日（月）～12月14日（金） 
詳しくは、自衛隊恵那地域事務所へ。 




